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－ 研究目的 －
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3) Y. Hinuma et al., J. Appl. Phys., 114 (2013), 043718. 4) S. Nakatsuka et al., Jpn. J. Appl. Phys., 58 (2019), 075508. 5) D. E. Aspnes et al., 
Phys. Rev. B, 7 (1973), 4605. 

当研究グループでは，これまでにユビキタス元素から構成されるリン化物半導体を用いた太陽電池に関する研究を遂行し，世界で
初めて発電に成功した。一方で，実用化にはさらなるエネルギー変換効率の向上が求められる。そこで本研究では，二元系，三元
系のリン化物半導体を用いた太陽電池に関してデバイスにおける各種ヘテロ接合界面に関する研究を遂行し，得られた界面構造
および物性と理論計算の結果とをつき合わせて高効率化への指針を得ることを目的とする。

－ 研究成果・効果 －
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従来のリン化法よりも表面
形態，電気的特性ともに
良好

n-CTP/p-ZTP接合を用いた

太陽電池特性．変換効率は
低いものの，光起電力を確認．

フォトリフレクタンスによる界面
電場評価．CTP/ZTP界面は

透明導電膜が無くても十分に
大きな電場を有している
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